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『 地 域 の皆さ ま の ご協力 に感謝 」  
　 ４ 月 の 新 入 児 童 の 登 下 校 の 見 守 り
を は じ め 、 毎 日 の 登 校 の 見 守 り と 登 校
指 導 等 、 竜 野 地 区 の 社 会 福 祉 協 議 会
の 皆 様 、 区 長 様 、 民 生 委 員 様 、 ド ラ パ
ト 隊 の 皆 様 に は 、 大 変 お 世 話 に な っ て
いま す 。  
　 竜 野 地 区 の 「 地 域 で 子 供 た ち を 育 て
る 風 土 」 を 強 く 感 じ 、 心 よ り 感 謝 申 し
上げ ます 。  
　 子 供 た ち も 安 心 し て 学 校 の 登 校 が
で き る と と も に 、 地 域 の 皆 様 か ら 見 守
ら れ て 育 っ た 感 謝 の 心 を い つ ま で も
忘れない こと と思 います 。  
　 今 後 も 保 護 者 及 び 地 域 の 皆 様 と の
連 携 を 強 め 、 子 供 た ち の 心 身 の 成 長 、
安 全 ･安 心 を 守 っ て い き た い と 思 い ま
す 。 今 後 と も 、 ど う ぞ ご 協 力 を お 願 い
いた しま す 。  
 

  ＜かみましき命と防災の日・避難訓練＞ 
  
　 「 か み ま し き 命 と 防 災 の 日 」 （ ４ 月 １ ４ 日 ）  に 合 わ せ 、 熊
本 地 震 (２ ０ １ ６ 年 ４ 月 １ ４ 日 ）  や 、 防 災 の お 話 、 ま た 、 黙
祷を お こないま した 。  

　 こ れ か ら も 、 熊 本 地 震 を 知 ら な い 子 供 た ち に 、 し っ か り

と 防災意識を育てていきたいと思いま す 。  

　 ご 家 庭 で も 、 改 め て 緊 急 時 の 避 難 場 所 や 連 絡 方 法 等 の

ご確認をよ ろ し くお 願い致 し ます 。  

＜楽しかった新入生歓迎会と歓迎遠足＞  

　 ５ 月 ２ 日 （ 金 ） に 、 新 入 生 １ 9名 を 迎 え 、 全 校 で 歓 迎 会 ・ 歓 迎 遠 足 を 行 い ま し た 。 歓 迎 会 で

は 、 児 童 会 を 中 心 に 、 体 育 館 で 、 １ 年 生 の 自 己 紹 介 や ゲ ー ム な ど を 行 い 、 楽 し い 時 間 を 過 ご

し ま し た 。 ま た 、 そ の後 は 、 み ん なで 、 ふ れ あい広場に遠足に行きま し た 。  

　 現 地 に 到 着 す る と 、 お い し い お 弁 当 や お や つ を 食 べ 、 ボ ー ル や フ リ ス ビ ー 、 縄 跳 び を 使 っ

て 、 み ん な で 仲 良 く 遊 び ま し た 。 前 日 ま で の 雨 も あ が り 、 季 候 の よ い 中 、 思 い 出 に 残 る 楽 し

い 歓 迎 会 ・ 歓 迎 遠 足 とな り ま し た 。 高 学 年 が 優 し く 声 を か け 、 お 世 話 を す る姿 や 、 １ 年 生 の み

んなが楽 し そ うに過ご す姿に感心すると とも に 、 嬉 し く な った 一日で し た 。  


